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　大分港は、東西25㎞に及ぶ横長の開けた港です。６ヵ所の泊地は

それぞれの入り口が独立しています。日本の主となる産業である多

様な企業が立地してい

るため、原油タンカー、

鉱石船、コンテナ船等

の外航・内航船舶が多

数入出港する、全国に

誇れる重要港（特定港）

となっています。

　大分市の工業生産額が

九州1位であることは意外

と知られていません。北九州

市や福岡市などを上回る、

九州を代表するものづくり

産業の集積地となってい

ます。

　大分港の発展は、大分

県の発展といっても過言

ではありません。コンビ

ナート企業や地場産業が

一体となって目覚ましく

発展してきました。日本を

代表する企業群が立地す

る大分コンビナートは、県

内の製造品出荷額の約半

分を生産し、大分県の経

済を支えているのです。

　水深が深いことは、港にとって大きな利点です。大分港は、大水

深の天然な良港であることで、世界最大級の大型船が満載で着桟可

能な、世界でも数少ない港なのです。

日本で唯一、世界最大級の鉄鉱石運搬船（40万

トン級）が満載で着桟可能。

　約400年前、大友宗麟の時代から、大分港は

我が国でも有数な貿易港の一つとして栄えてき

ました。その歴史を受け継ぎ、現代も九州を代表

する重要港湾としての役割を果たしています。

　1964年に新産業都市の指定を受けて以来、大分港は急速に整

備が行われてきました。それにともない、人口も急激に増加し、街並み

も一変し、工業だけでなく商業やサービス業も大きな波及効果で発

展してきました。

◉大分コンビナートの

　製造品出荷額等（R1）

順位 市町村名 製造品出荷額等（億円）

1 豊 田 市 153,570  
2

倉 敷 市 43,773  3
市 原 市 44,381  

4 川 崎 市 42,012  
5

大 阪 市 38,213 6
横 浜 市 40,548

7
名 古 屋 市

36,316  
8

堺　　　市
35,777 

9 神 戸 市 34,398 
10 四 日 市 市 32,653 
11

東京特別区 29,211
12 太 田 市 29,239   
13

31,667 広 島 市

14 大 分 市 28,702 
京 都 市 26,653 15
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◉大分港の主な統計

項目 量 全国順位 九州順位

港湾取扱貨物量（R1） 6,688万トン 12位 2位（1位 : 北九州）

入港船舶総トン数（R1） 6,727万トン 14位 4位（1位 : 北九州）

総 貿 易 額（R1） 18,443億円 18位 2位（1位 : 博　多）

東西25㎞ 横長に開けた港東西25㎞ 横長に開けた港

県内の約半分を占める
工業生産（R1）

県内の約半分を占める
工業生産（R1）

貿易港としても九州の顔貿易港としても九州の顔
大分市の人口も倍増

（S40～H30）（S40～H30）

深い深い 天然の良港深い深い 天然の良港

◉日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区

◉製造品出荷額等の全国市町村別順位（H30）

水深30m

世界最大級のVLCC（超大型タンカー/30万トン

級）が満載で着桟できる、国内でも数少ない製油所。

◉ENEOS㈱大分製油所

水深24m

大分コンビナート

21,203億円

大分コンビナート

19,940億円

◉大分市の人口推移（S40～H30）

全国で上位、九州では
1位の出荷額

478,500人478,113人

237,096人226,417人

大分コンビナートが立地する大分港の知られざる「顔」とは？

知るほどに、大分港ならではの魅力と開ける未来が見えてきます。

世界有数の港、

大分港を知ろう！

◎新産都指定以降の50年間で約2倍に。全国的にも特に急激に成長

　した都市のひとつ。 　　　　　　　 ※H17に佐賀関町、野津原町と合併

◎大分市は日本を代表する

　工業都市

◎大分港は九州を代表する貿易港

　 ※総貿易額は大分、中津、佐賀関の合計

◎大分コンビナートの立地企業（8社計）で

　県内の約半分の工業生産を占める。

大分県
約4.3兆円 46％46％

その他

23,060億円

54％

大分コンビナート大分コンビナート
大分の海の玄関口として、ものづくりの拠点として、

この半世紀、県経済を支え続けている大分港と大分コンビナート。

知っているようで知らない大分コンビナートのすべてをご紹介します。

大分コンビナート企業協議会
大分県

　コンビナートは、企業がお互いに生産性の

向上のために原料・燃料・工場施設を結び付

けた企業集団のことです。石油精製工場（製油

所）と石油化学工場（エチレンプラント）を含む

複数の企業を、パイプラインで結びつけ、製鉄

所などとも密接に結びつき、全体で効率を高

めているのが、石油化学コンビナートです。

　日本で石油化学コンビナートと呼ばれる地

区は、鹿島、千葉、川崎、四日市、大阪、水島、周

南、そして大分などです。

　コンビナートは、各地域にとって、大きな雇

用の受け皿であり、地域経済を支えるかけが

えのない存在です。

　大分コンビナートは、製油所と石油化学の両方の機能を有する九州

唯一の石油化学コンビナート地区です。世界有数の水深に恵まれた

大分港とともに、半世紀をかけて発展してきました。現在、大分コン

ビナートは、アジアに最も近いコンビナートという地理的条件を活

かし、国内はもとより世界で高い競争力を持つ多種多様な企業が立地

しています。また、コンビナート内の約400の事業所では約１万3千人

が働いており、地域の雇用の核としても大きな役割を担っています。

　県経済を支える大分コンビナートが、厳しい国際競争を勝ち抜き、持続的に発展していくことは、今

後の大分県の発展にも欠かせないことです。そのために、多様な素材型産業の集積、恵まれた港湾、

アジアに近いといった日本有数の立地環境を活かし、更なる競争力強化に取り組んでいきます。

大分コンビナートの取り組み
　高度成長期から日本経済を支え続けているコンビナートですが、

海外との競争激化など、コンビナートを取り巻く環境は厳しさを増し

続けています。今後も厳しい競争を勝ち抜いていくためには、コン

ビナートが一丸となってさらに競争力を高めることが必要です。

　その対応として、大分では、平成24年にコンビナート企業12社（現

11社）と、大分県、大分市からなる『大分コンビナート企業協議会』

を設立。企業間の高度な連携による競争力強化を進めるため、企業・

自治体が一体となって様々なテーマに取り組んでいます。

　主なテーマとして、各事業所での余剰エネルギーや副産物（水素

等）の有効活用、恵まれた港湾環境を最大限に活かす物流機能の

強化、高度な人材育成の推進などに取り組み、令和元年からは、ス

マート保安の検討も始めています。

　このような中、平成30年にスタートしたJXTGエネルギー（現：

ENEOS）㈱大分製油所と昭和電工㈱大分コンビナートの連携事業も進

んでいます。今後も競争力強化の取組を推進し、更なる連携を進めてい

くことが必要です。

今後の目標

◉海底パイプラインの設置等による高度なエネルギー融通

◉多様なエネルギー源・自家発電設備のベストミックス

◉アジアと日本を繋ぐ、国内トップクラスの港湾物流機能の実現

◉安全対策、環境保全、競争力強化の高いレベルでの調和

コ ンビ ナ ート ってなに？

大分コンビナートの今と未来

大水深に恵まれた港湾 海底パイプライン構想

ドローンを活用した点検

資源・エネルギーの
有効活用

各事業所での余剰エネルギーや副産物(水素等)の、事業所間での相互融通を推進

物流機能の強化 恵まれた港湾環境を最大限に活かすため、船舶大型化への対応や荷役対応力の強化

規制緩和の推進 効率的な事業展開や設備増強を制度面で支えるため、規制緩和の具体的な提案

人材育成の強化 高度な人材の育成のため、事業所間や地場企業との交流促進や共同研修を実施

スマート保安の推進 産業保安のスマート化やIoT・AI等を活用する取組の推進

大 分 コ ン ビ ナ ー ト の 今

大 分 コ ン ビ ナ ー ト の 未 来

九州最大の発電所

九州唯一の製油所

九州～西日本の石油供給を担う
粗鋼生産量全国１位

世界最大級の銅製錬所

ENEOS㈱大分製油所
日本製鉄㈱

九州製鉄所大分地区

JX金属製錬㈱

佐賀関製錬所
九州電力㈱新大分発電所

㈱三井E&Sマシナリー

大分工場

港湾用大型クレーン

生産シェア世界第３位

エチレン生産能力全国３位

昭和電工大分コンビナート

水島コンビナート（岡山県）

大分コンビナート（大分県）

鹿島コンビナート（茨城県）

京葉コンビナート（千葉県）

京浜コンビナート（神奈川県）

四日市コンビナート（三重県）

堺・泉北コンビナート（大阪府）

周南コンビナート（山口県）

大分コンビナートは大分県にとって、どんなにすごい存在なのでしょう？　

コンビナートは、どんなふうに人々の暮らしに関わっているのでしょう？

まず、コンビナートを知ることから、大分コンビナートの今と未来を追って紹介していきましょう。
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大分市坂ノ市の日吉原海岸（S33）

新産都空撮（S46）

２号地～４号地の埋立て（S40）

第1回「大分県少年の船」沖縄へ

（S55）

大分港大在地区（Ｈ29）

大在コンテナターミナル（H8）

1号地の埋め立て（S36）

新産都の工場群（S46）

建設中の臨海産業道路

（S52）

大型ホーバークラフトドリーム2号就航

（H3）

フェスタ・ポルトガル開催

（H5）

上海に向けコンテナ航路開設（H9）

外国貨物船でにぎわう大分港

（S53）

アラスカ材初輸入（S43）

多くの外航船が入港

し賑わう大分港。臨海

工業地帯は大在地区

まで広がり、新たな企

業群も操業し、さら

なる飛躍を遂げてい

きます。

臨海工業地帯の造成が進み、石

油精製・石油化学・鉄鋼・電力など

日本を代表する企業が立地し、工

業港として発展していきます。

県経済を支える大分港

と臨海工業地帯が東西

２５㎞にわたり連なって

います。これからもアジ

アのゲートウェイとして

未来を拓いていきます。

写真で振り返る 大分港の歴史
1965（昭和40）年に国際貿易港となって以来、

大分港は大分県を支える港として発展してきました。

街と、企業と、人とともに歩んできた歴史を振り返ります。

■ 大分港の歩み　■ 大分県・国のできごと

年　表

1950
1951年 ●港湾法に基づく重要港湾に指定

1954年～ ●高度経済成長の開始

1957年 ●（旧）大分空港開港(大分市）

1959年 ●大分鶴崎臨海工業地帯造成開始

1960
1962年 ●大分県庁舎（現:本館）竣工

1964年 ●九州石油(現:ENEOS)大分製油所

                   （１号地）操業開始

1964年 ●大分地区新産業都市に指定

1964年 ●東京オリンピック開催

1965年 ●関税法に基づく開港に指定

1965年 ●明野団地の造成開始

1966年 ●第21回国民体育大会（剛健国体）

 　大分開催

1969年 ●昭和電工大分コンビナート（2号地）

 　操業開始

1970
1970年 ●ダイヤモンドフェリー（現：フェリーさん

 　ふらわあ）が大分～神戸航路を運航開始

1971年 ●新日本製鐵（現：日本製鉄）大分製鐵所

  　（３･４号地）操業開始

1971年 ●新大分空港開港（現在の国東市）

1972年 ●検疫法に基づく検疫港に指定

1972年 ●大分交通別大線（軌道線）の廃線

1977年 ●大分市中央卸売市場（５号地）開場

1977年 ●九州電力八丁原発電所が運転開始

1980
1981年 ●三井造船（現：三井E&Sマシナリー）

 　（７号地Ａ地区）が操業開始

1981年 ●第1回大分国際車いすマラソン大会

1989年 ●豊の国オランダフェスティバル開催

1989年 ●消費税３％導入

1990
1990年 ●大分エル・エヌ・ジーが操業開始

1990年 ●大分港開港25周年記念事業

 　「夢ポートＯＩＴＡ‘90」開催

1991年 ●九州電力新大分発電所が操業開始

1993年 ●日本･ポルトガル友好450周年記念

 　「フェスタポルトガル」開催

1994年 ●県民サッカークラブチーム「大分トリ

 　ニティ（現：大分トリニータ）」発足

1996年 ●大在コンテナターミナル供用開始

1996年 ●大分自動車道（米良～鳥栖）全線開通

1997年 ●消費税５％へ増税

1998年 ●長野オリンピック開催

2000
2000年 ●ＡＰＵ（立命館アジア太平洋大学）開学

2002年 ●FIFAワールドカップ日韓大会開催

2008年 ●第63回国民体育大会

 　（チャレンジ！おおいた国体）開催

2009年 ●大分ホーバーフェリー廃止

2009年 ●新日本製鐵（現：日本製鉄）

 　大分製鐵所第１高炉改修

 　（世界最大のツイン高炉体制に）

2010
2013～ 

●メガソーラーが６号地で稼働
　 14年

2015年 ●東九州自動車道県内区間全線開通

2015年 ●ＪＲ大分駅ビル完成

2015年 ●大分県立美術館ＯＰＡＭ開館

2016年 ●パンパシフィック・カッパー（現：JX金属製

 　錬）佐賀関製錬所操業100周年

2017年 ●パンパシフィック・カッパー（現：JX金属製

 　錬）佐賀関製錬所自溶炉大改修

2019年 ●昭和電工大分コンビナート操業50周年

2019年 ●ラグビーワールドカップ2019TM日本

 　大会開催

2020年 ●新型コロナウイルス感染症に対応する

　　　　　　　新しい生活様式としてテレワークなど普及



日本製鉄㈱

九州製鉄所大分地区

㈱三井E&Sマシナリー

大分工場

昭和電工㈱

大分コンビナート

大分瓦斯㈱

大分工場

ＪＸ金属製錬㈱

佐賀関製錬所

NSスチレンモノマー㈱

大分製造所

大分コンビナートの工場 世界に誇る高い競争力で、県経済を支える頼もしい企業群 大分コンビナート企業協議会 会員企業11社

　九州唯一のエチレン製造工場

（エチレンセンター）であり、生産

能力は全国３位を誇ります。石油

からできるナフサを利用して、プラ

スチックや合成ゴムなどの原料

となるエチレン、プロピレン、ブタ

ジエンなど石油化学の基礎製品

を製造し敷地内の誘導品工場に

パイプラインで供給しています。

石油化学コンビナートの中核企業

昭和電工㈱大分コンビナート

石油化学工場（エチレンセンター） 操業開始：昭和44年 従業員数：約500名

　港湾などでコンテナ船の荷物の積

み降ろし等に使われる大型クレーン

（ガントリークレーン）を製造。巨大な

クレーンが立ち並ぶ姿は圧巻です。

生産シェアは日本国内第１位、世界第

３位であり、大型の橋や海中トンネル

となる沈埋函も製造しています。製品

は国内はもとより、東南アジアや中

東、欧米などに出荷されています。

港湾用大型クレーン生産日本一

㈱三井E&Sマシナリー大分工場

重工業 ◉操業開始：昭和56年 ◉従業員数：約550名

　前身は、新日鐵化学（現：日鉄ケ

ミカル＆マテリアル㈱）で、平成

23年より昭和電工㈱との共同事

業会社として運営。日本製鉄㈱の

製鉄プロセスで発生する粗軽油

と、昭和電工㈱で製造される分解

ガソリン・エチレンから、プラスチッ

クの原料となるスチレンモノマー

等の誘導品を製造しています。

石炭化学で蓄積した技術と石油化学との融合

NSスチレンモノマー㈱大分製造所

石油化学工場 操業開始：昭和44年 従業員数：約120名

世界から大分へ。大分から世界へ。

大分港大在コンテナターミナル

東九州における国際海上物流拠点　◉供用開始：平成８年

　農業化学品や医薬品の生産を

中心とした工場で、殺虫剤スミチ

オンや除草剤スミソーヤなどの農

業化学品や、接着剤等の原料レゾ

ルシン、医薬中間体等を製造して

います。住友化学グループの健康・

農業関連事業の中核工場として、

世界100ヵ国以上に製品を出荷

するグローバルな工場です。

世界100ヵ国以上に製品を出荷するグローバルな工場

住友化学㈱大分工場

精密化学工場 ◉操業開始：昭和14年 ◉従業員数：約440名

　銅鉱石とリサイクル原料を製

錬し、銅（電気銅）、金、銀、レアメタ

ル等を生産する製錬所。自溶炉

（銅鉱石等を溶かす炉）の生産能

力では、一つの炉としては世界最

大級。生産された銅は電線や自動

車のハーネス、スマートフォンにも

使用されます。我々はSDGｓ循環

型社会の形成に寄与しています。

操業大正５年、地域に根付いた製錬所

JX金属製錬㈱佐賀関製錬所

銅製錬所 操業開始：大正5年 従業員数：約500名

　98％の原料を古紙とする、資

源の再生と有効利用を推進する

工場です。段ボール原紙と白板

紙を中心に生産しています。年間

生産量は約30万トン。全国に先

駆けてRPF（リサイクルできない

古紙と廃プラスチックからなる

燃料）を主燃料とするボイラーを

使用しています。

全国トップレベルの環境配慮の製紙工場

王子マテリア㈱大分工場

製紙工場 操業開始：昭和32年 従業員数：約150名

　LNG（液化天然ガス）とは、天然

ガスをマイナス162℃に冷却して

液化したもので、石炭や石油に比べ

CO2の排出量が少なく、クリーンな

エネルギーです。海外から輸入した

ＬＮＧを受け入れて、気化し九州電力

新大分発電所と大分瓦斯大分工場

へ供給、またLNGをタンクローリー

により工場等へ出荷しています。

クリーンなエネルギーを供給

大分エル・エヌ・ジー㈱

LNG受入・供給基地 操業開始：平成２年 従業員数：約80名

　九州製鉄所大分地区は、我が社が

技術の総力を結集して建設した世界

最大級の製鉄所であり世界トップク

ラスのツイン高炉をはじめとした最

新鋭の設備により、高級鋼を中心に

年間約１,０００万トンの鉄を生産して

います。製品は、国内はもとより世界

各地に輸出され、自動車や船舶、建材

や橋梁など幅広く利用されています。

日本を代表する製鉄所

日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区

製鉄所 操業開始：昭和46年 従業員数：約2,200名

　約285万ｋWの発電能力を

持つ九州最大の発電所であり、

その燃料はクリーンなエネルギー

であるＬＮＧ（液化天然ガス）で

す。発電方式はガスタービンと蒸

気タービンを組み合わせた、熱効

率の高いコンバインドサイクル発

電（複合発電）方式を採用してい

ます。

九州最大の発電所

九州電力㈱新大分発電所

火力発電所 操業開始：平成3年 従業員数：約90名

　資源と環境を大切にするため、

クリーンな天然ガス等を原料と

した、都市ガス製造プラントで

す。大分エル・エヌ・ジー㈱から

LNGを、昭和電工㈱から副生ガ

スを受け入れており、全国的にも

珍しい多様な原料を利用する都市

ガス製造工場です。

環境にやさしい都市ガスを製造

大分瓦斯㈱大分工場

都市ガス製造工場 操業開始：平成18年 従業員数：約20名

　原油をガソリンなどに精製する、

九州唯一の石油精製工場（製油所）

です。ガソリン、ナフサ、LPG、灯油、

軽油、重油などの各種石油製品の

製造、安定的な供給のほか、石油化学

製品の製造、工場内の発電所による

電力販売を実施しており、総合エ

ネルギー企業として地域のエネル

ギー供給を担っています。

九州唯一の製油所

ENEOS㈱大分製油所

製油所 操業開始：昭和39年 従業員数：約400名

県内唯一のコンテナターミナルで、世

界のハブ港である上海港や釜山港、ま

た神戸港を経由し世界各地の港と繋

がっています。

○外貿定期航路 ： 週６便

　〔海外寄港地〕

釜山、光陽、上海、天津、大連、

高雄、台中、基隆

○フィーダー航路 ： 週３便（神戸）
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ENEOS㈱大分製油所

鉄や銅のもとは、実は鉱石と呼ばれる石なのです。鉄鋼石や銅

鉱石は、主に海外から輸入されて日本へ運ばれてきます。これ

らの石を炉に入れて溶かし、鉄や銅が作られるのです。
金属のもとは鉱石だった！金属のもとは鉱石だった！

石油から製品石油から製品

世界最大級の炉世界最大級の炉
鉱石を溶かすために作られた設備を炉といいます。まずは大分コンビナートにある

世界最大級の炉で鉱石を溶かし、不純物を取り除いて鉄や銅だけを固めていきます。

協力：日本製鉄九州製鉄所大分地区　JX金属製錬佐賀関製錬所資料：財務省「2020年貿易統計」

　　　2020年佐賀関製錬受入実績
　　　データ

薄板は、自動車や電化製品の

鉄に使われます。

厚板は船や橋などに

使われます。

日本製鉄九州製鉄所大分地区の2

基の高炉は、世界最大級の大きさで

あり、ともに5,775㎥（25mプール

20杯分）の容積を誇ります。

佐賀関製錬所の自溶炉（銅鉱石等を溶

かす炉）は、一つの炉としては世界最大

級であり、原料構成の最適化（リサイク

ル原料処理比率アップ）を進め、資源循

環型社会の構築に貢献しています。

銅マットは転炉で酸化され、高純

度な粗銅となり、さらに精製炉で

ブタンガスをかけて純度を高め、

アノードと呼ばれる板にされます。

硫酸銅溶液を張った電気

分解槽に電流を流し、アノ

ードとステンレス板を交

互に入れることで、アノー

ドから溶けた銅を、ステン

レス板に電着させます。

鉄鉱石は、高炉でコークス（石炭を

蒸し焼きにしたもの）と高温で混ぜ

られ、鉄の元となる銑鉄（せんてつ）

となります。

銅鉱石は粉砕・濃縮した銅精鉱の形

で輸入され、自溶炉で溶かされます。

溶けた銅精鉱は、銅の元となる「銅

マット」と不純物に分けられます。

転炉で、炭素を燃やした

り成分を調整して、不純

物を取り除き、鉄をより

純粋なものにします。

◉鉄鉱石の大分への輸入量 日本製鉄九州製鉄所大分地区

◉銅鉱石の大分への輸入量 JX金属製錬

佐賀関製錬所

①製油所

鋼を引きのばす

工程（圧延工程）

精製炉から

アノードを

作る工程

石油からは、わたしたちの暮らしに身近な製品が作られます。

製品完成までの工程にどれだけの工場があり、どうやって作られているのか？そのしくみを図解で説明します。

製油所

ENEOS 大分製油所

1 ナフサ分解工場（エチレンセンター）

昭和電工 大分コンビナート

2 誘導品工場など
NSスチレンモノマー

大分石油化学コンビナート
住友化学 等

3 関連産業工場4

②ナフサ分解工場（エチレンセンター）

④関連産業工場③誘導品工場

石油化学・製鉄・製錬の技術▶製品ができるまで

　原油は製油所の蒸留装置で様々な石油製

品に分けられますが、そのひとつであるナフ

サが石油化学製品の原料になります。それぞ

れの石油製品は沸点が違う性質をもってい

ます。この性質を利用して原油を加熱して生

まれた石油蒸気（気体）から、それぞれの石油

製品（液体）に分けていくことを蒸留といい

ます。蒸留によってガソリンやナフサなどの

石油製品が精製されます。

　ガソリンに似た透明な液体のナフサは、精

製された後、ナフサ分解工場（エチレンセン

ター）に運ばれます。分解炉で約800℃の高

温に熱せられることにより、激しい化学反応

（熱分解反応）をおこします。それにより、エチ

レン、プロピレン、ブタジエンなどという石油

化学の基礎製品が製造されます。特にエチレ

ンは、最も一般的な基礎原料となるため、エチ

レンの生産能力が、そのコンビナートの規模

の尺度とも言われます。

　船やトラックなどで石油化学コンビナート

から運びだされたポリエチレン等の石油化学

誘導品（中間製品）は、関連産業工場で加工さ

れて、様々な身の回りにある製品になります。

　プラスチック（電気製品の筐体・フィルム・

文具など）、塗料（インク・ペンキ）、合成繊維

（シャツ・セーター・テント・毛布など）、合成洗

剤（洗剤・シャンプー・化粧品など）、合成ゴム

（タイヤ、ベルト、靴など）等々、暮らしに身近

なものが作られています。

　エチレンなどの基礎製品は、誘導品工場で

別の物質に作り替えられます。基礎製品を

さらに化学反応させることにより、より最終製

品に近い「誘導品」を作ります。原料である基

礎製品の違いや、作る誘導品の違いによって、

それぞれ別の誘導品工場で作られます。石油

化学コンビナートの中には多くの誘導品工

場があります。

高　炉 転　炉

転　炉
自溶炉

精製炉

連続鋳造

スラブ
（鋼のかたまり）

電気で分解して

アノード

銅 金 銀

レアメタル

（ 　 ）
産業で利用される
希少な金属のこと

銅鉱石

大分では、ENEOS大分製油所

大分では、ＮＳスチレンモノマー、

大分石油化学コンビナート、住友化学 等

大分では、昭和電工大分コンビナート

高温で加熱し蒸留

一旦固める

一旦固める

鋼のかたまりを

引きのばして…

ちゅうぞう

電気分解された銅は、99.99%の

純度の「電気銅」として出荷されます。

鉄鉱石

最終製品誘導品など
（中間製品）

酢酸エチル

ブタジエンゴム

電気分解した後、さらに金や銀、その

ほかのレアメタルを取り出します。

超高温（約800℃）で熱して分解 さらに化学反応させる

ブラジル
469万トン／24.3%

南アフリカ共和国
175.9万トン／9.1%

カナダ
176.5万トン／9.1%

チリ
61.8万トン

42.8%

オーストラリア
29.1万トン／20.1%

その他
15.5万トン／10.7%

サウジアラビア
6.8万トン／4.8%

カナダ 8.6万トン／6.0%

インドネシア
6.6万トン／4.6%

ペルー
15.8万トン

11.0%

アメリカ合衆国
51.6万トン／2.7%

インド 15.4万トン／0.8%


